
アフリカ、特にサハラ以南の国ぐには、世界で最もき

びしい状況にある地域です。これらの国ぐにでは、全人

口の43％が1日1米ドル未満の収入しかありません。

さらに、苦しい生活に追い打ちをかけるかのように、

紛争、干ばつ、洪水、食糧難、HIV/エイズなどがこの地

域を襲っています。世界のどの地域にも、これほどの危

機に子どもたちがさらされているところはありません。

大きな紛争や自然災害が起こると、世界中のメディア

がニュースとして取り上げ、世界中の人びとから「少し

でも支援したい」と、潤沢に募金や支援が集まる地域も

あれば、ニュースに取り上げられることもなく、関心を

寄せられることもなく、静かに忘れられていくアフリカ

の国ぐにのような緊急事態もあるのです。

多くのアフリカの国ぐにで、紛争による破壊、干ばつ

や洪水などの災害によって貧困がますます深刻化してい

ます。子どもたちの多くは学校に通うことはおろか、食

べることすら難しい環境の中で、栄養不良や飢餓に苦し

ユニセフが呼びかける「忘れられた緊急事態」

ユニセフは、1月23日、『人道支援活動報告書2006』を発表しました。その中で世界で起きている29の
緊急事態に対して、8億500万米ドル（日本円にして約926億円）の支援を呼びかけています。世界に

は「緊急事態」がこんなにも存在しているのです。緊急アピールによると、特にアフリカのスーダン・ダルフ
ールに3分の1以上の支援が使われる予定です。

んでいます。また、保護するおとながいなかったり、自

分を守る知識がなかったりするため、人身売買や性的搾

取、暴力の犠牲になってしまう子どももいます。
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―きびしい危機にさらされるアフリカの子どもたち－

「忘れられた緊急事態」にあるアフリカの国ぐに

きびしい状況で生きるアフリカの子どもたち

＜スーダン・ダルフール＞
きびしい状況の中、自分たちで作物を植え、生き抜こうとしているダルフール難民の家族
�UNICEF/HQ05-0961/Ron Haviv
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貧困、紛争、自然災害などできびしい状況にあるアフ

リカの子どもたちを、さらに窮地に追い込む苦難は、HIV/

エイズの蔓延です。成人の3人に1人が感染している国も

あり、親の片方もしくは両方の親をエイズで失った子ど

もはサハラ以南で推定1,210万人（2003年統計値）もいま

す。弟や妹たちの面倒をみるために、学校をやめて働く

年長の子どもも大勢います。

2

HIV/エイズの脅威

アフリカを変えていくのは子どもたち

スーダン・
ダルフール

多くの村々が略奪や焼き打ちにあい、世界最悪の人道危機といわれる事態に
陥っています。子どもたちは避難民キャンプなどで非常にきびしい生活を送
っています。ユニセフは安全な水、医療、教育などの支援を行っています。
（「基礎講座」でダルフール報告を紹介しています）

ニジェール
2004年の大干ばつに端を発した大飢饉で、80万人の5歳未満の子どもの
命が脅かされています。ユニセフは栄養不良の改善のための治療や食糧支援
を行っています。

ウガンダ

エチオピア

19年続く紛争により、子どもたちが拉致され、反政府軍のもとで「少年兵
士」や「性的奴隷」として働かされています。拉致を恐れて、推定4万人の
子どもたちが、夜の間、村を離れ、街の路上などで寝る生活を続けていま
す。ユニセフは、より安全な場所に避難できるように環境の改善を行ってい
ます。

慢性的な飢えに苦しむエチオピアの人々。17万人の子どもたちが重い栄養
不良で命の危険にさらされています。ユニセフは栄養不良の治療や、ビタミ
ンAの補給などの活動を行っています。1月25日には、さらにエチオピア支
援を呼びかける緊急アピールが発表されました。

＜ニジェール＞
ひどい栄養不良のため、母親に抱かれて栄養相談センターに
連れてこられた4歳の男の子
�UNICEF/HQ05-1038/Radhika Chalasani

＜ウガンダ＞
反政府軍に拉致されるのを恐れて、
ユニセフが支援するシェルターで夜を明かす子どもたち
�UNICEF/HQ04-0257/Mariella Furrer

ユニセフは、子どもたちが生き延びることができるよ

うに、深刻な栄養不良の改善、予防接種の実施、安全な

水の提供などに取り組むとともに、学校給食の支援や教

材の提供などを通じ、子どもたちを学校に通わせること

に力を注いでいます。学校に行くことができれば、子ど

もたちは読み書きや計算、生きるための知恵を覚え、農

業などの技術を身に付けることもできます。こうした現

実的で地道な取り組みを広げ、子どもたちが自らの力で

さまざまな問題を乗り越えることができるようになった

時、きっとアフリカを変えていく――ユニセフはそう確

信しています。

※地図は参考のために掲載した
もので、国境の法的地位につ
いて何らかの立場を示すもの
ではありません。


